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研究成果の概要（和文）： 
 
韻律句形成過程の差異に基づいて諸言語を二分する、イントネーションの音韻構造の類型論を
提案した。これまでの類型論は、対象とする言語がストレスを有する言語に限定されていた。
本研究が提案する類型論では、ストレスの有無に関わらず、トーンイベントの分布の差異に基
づいて言語を二分する。ひとつめの類型は「イベントがほとんど全ての語に付与される言語」
（密）であり、もうひとつの類型は「イベントが全ての語には付与されない言語」（疎）である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
A typology of the phonological structures of intonation was proposed, in which languages are 
dichotomized on the basis of the differences in prosodic phrasing. Previous researchers have developed 
similar typologies solely based on data from languages with stress. The typology proposed in my study 
classifies languages, both with and without stress, into 1) the ones in which tonal events are found on 
almost every word in the utterance (“Dense”) and 2) tonal events are found on only some of the words 
(“Sparse”). 
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１．研究開始当初の背景 
 

音声言語には、発話を構成する複数の語が、
何らかの韻律的特徴によって、さらに大きな
単位にまとめ上げられる働きが観察される。
この韻律的なまとまりを持った単位が韻律

句(prosodic phrase)と呼ばれるものであるが、
韻律句をかたちづくる韻律的特徴、韻律句の
階層的構造には言語差が観察されることが
知られている。韻律句形成の類型論を構築す
る試みはこれまでもあったが、その議論はス
トレスを有する諸言語に限定されていた。ご
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く最近になって、ストレスを持たない諸言語
の知見が蓄積されるようになったが、ストレ
スの有無に依存しない類型論の構築は、現在
も残された課題となっている。 
 
２．研究の目的 
 

本研究の目的はイントネーションの音韻
構造の類型論を構築することにある。具体的
には、実験音韻論的手法に立脚して、諸言語
のイントネーションの音韻構造を比較し、そ
の構造の通言語的差異および、言語を超えて
観察される共通性を明らかにし、ストレスの
有無に依存しない韻律句形成の類型論を構
築することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 

実験音韻論的手法を用いる。実験音韻論的
手法とは、録音された音声信号の音響音声学
的分析（産出実験）や、音声刺激に対する話
者の反応などの分析（知覚実験）に基づいて、
ある言語の音韻構造を明らかにするという
手法である。対象とする言語は、日本語の諸
方言を含め、韻律構造が異なる諸言語とする。 
 韻律句形成の研究に有効なテスト文がど
のようなものかは、国内外の先行研究や研究
代表者のこれまでの研究でかなり明らかに
なっているので（例えば修飾構造やフォーカ
ス構造の差異を含んだテスト文）、そのよう
な文を実験に用いる。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 中国語の声調の文中での変異 
 声調言語である中国語における声調の文
中における変異に関する研究を共同研究者
とともに行った。平成 21年度の研究では、「第
二声」「第三声」と呼ばれる声調の文中にお
ける実現形が、従来知られていた形とは異な
りうることを明らかにした。さらに平成 22
年度の研究では、それらの声調に加えて「第
一声」と呼ばれる声調も、特異な実現を示し
うることを明らかにした。さらにこの特異な
声調の実現形を生じさせる条件の一部を明
らかにした。文中の声調変異に関する本研究
は、声調言語のイントネーション研究に重要
な示唆を与えるものである。 
 
(2) 日本語東京方言と近畿方言の韻律統語
写像規則の対照研究 

東京方言と近畿方言の韻律統語写像規則
を比較する実験的研究を行った。先行研究で
は、両方言の間に特定の韻律統語写像規則に
差があるとする見解と差はないとする見解
が対立していたが、本研究の結果は、方言差

は見られないとする見解を支持するものと
なった。 
 
(3) 琉球語宮古池間方言の韻律構造 
2 種類の語彙的音調を区別する体系を有す

ると従来考えられてきた琉球語宮古池間方
言が、3 種類の語彙的音調を区別する体系で
あることを、共同研究者とともに初めて明ら
かにした。また、この 3種類の音調の区別が
観察できる音韻的条件は非常に限られてい
る。その条件の全てはまだ分かっていないが、
少なくとも、当該の語と述語を含む 3つ以上
の語の連続において、3 種類の音調の区別が
観察できることが分かっている。語彙的音調
の実現に 3つ以上の語の連鎖を必要とする言
語は、管見の及ぶ限り知られていない。この
方言は、声調言語的特徴とストレス言語的特
徴を兼ね備えた方言であることがすでに知
られているが、今回の研究は語彙的音調およ
びイントネーションの類型論を構築する上
で重要な示唆を与える。 
 
(4) 世界の諸言語における韻律句形成の類
型論の提案 
研究代表者が従来提案していた日本語諸

方言の韻律句形成の類型論を一部改定し、そ
の適用範囲を世界の諸言語にまで広げた類
型論を提案した。対象とした言語は、英語、
オランダ語、ブラジルポルトガル語、フラン
ス語、韓国語ソウル方言、バスク語、日本語
東京方言、スペイン語、アラビア語エジプト
方言、日本語近畿方言などである。 
先行研究では、英語、オランダ語、ブラジ

ルポルトガル語、スペイン語、アラビア語エ
ジプト方言などを記述する枠組みと、フラン
ス語、韓国語ソウル方言、バスク語、日本語
東京方言、日本語近畿方言などを記述する枠
組みが大きく異なっていた。前者は「ピッチ
アクセント」という単位に基礎を置いて記述
する枠組みであり、後者は「アクセント句」
という単位に基礎を置いて記述する枠組み
である。先行研究において観察される枠組み
の差異が何に起因するものなのかは明らか
ではない。前者の枠組みはストレスを持つ
（とされる）言語に適用され、後者はストレ
スを持たない（とされる）言語に適用される
という傾向はあるが、必ずそうであるわけで
はなさそうである。（フランス語は一般的に
ストレスを持つ言語とみなされているが、ア
クセント句ベースの記述が行われてきた。） 

韻律構造の類型論的分類として先行研究
では、「ピッチアクセントが基本的に全ての
語に付与される言語」（スペイン語、アラビ
ア語エジプト方言）と「ピッチアクセントが
全ての語には付与されない言語」（英語、オ
ランダ語、ブラジルポルトガル語）という二
分法が提案されていた。この分類はしかしな



がら、ピッチアクセントに基礎を置いて韻律
構造を記述できない言語には適用不可能で
あるという問題がある。一方、研究代表者が
従来提案していた日本語諸方言の韻律句形
成の類型論では、諸方言を「アクセント句が
基本的にひとつの語から構成される方言」と
「アクセント句が二つ以上の語から構成さ
れうる方言」とに分類する二分法が提案され
ていた。当然ながらこの二分法は、アクセン
ト句に基礎を置いて韻律構造を記述できな
い言語には適用不可能である。 

そこで本研究では、両者を融合し、ストレ
スの有無、あるいは記述的枠組みの差異を超
えて、韻律構造を二分できる類型論を提案し
た。この類型論では、音調の「密度(density)」
に基づいて言語を二分する。ひとつめの類型
は「密（Dense）」と呼ばれ、「トーンイベン
トが基本的に全ての語に付与される言語」で
ある。もうひとつの類型は「疎（Sparse）」
と呼ばれ、「トーンイベントが全ての語には
付与されない言語」である。Dense 言語には
スペイン語、アラビア語エジプト方言、日本
語近畿方言が含まれ、Sparse 言語には英語、
オランダ語、ブラジルポルトガル語、フラン
ス語、韓国語ソウル方言、バスク語、日本語
東京方言が含まれる。 
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